
　信越五岳トレイルランニングレース

寄附目標額

5,000千円

誰もが訪れやすい観光施設を

　観光客の多様化が進む中、国立公園妙高の名にふさわしい景観や魅力ある観光施設の整備を図る
とともに、誰でも利用しやすく、訪れやすい環境づくりを進めていく必要があります。
　そのような中、妙高戸隠連山国立公園の拠点として、新たに整備される「ビジターセンター」を
中心とした周辺整備や、老朽化の進む関温泉の駐車場を整備し、妙高の魅力を発信し、回遊性が高
い施設整備を進めることで交流人口の拡大を図ります。
　

○主要な観光施設の利用者数
　178,800人(H30)→215,000人(R6)

○観光施設整備数
　5箇所(R6までに)

数値目標

総事業費

34,540千円

（１）妙高戸隠連山国立公園の拠点整備

妙高高原のいもり池にあるビジターセンターを中心とした、回遊性の高い周辺施設整備の推進
（２）誰もが利用しやすい観光施設の整備

老朽化した観光施設の整備・改修を進めて、来訪客が安心して過ごすころができる施設整備の推進

重点的な取組

赤倉温泉に佇む岡倉天心六角堂


